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○パブリックコメントの現状 等

・平成21～29年度寒川町パブリックコメントの実績（資料番号７）

・他市町村でのパブリックコメントの状況（資料番号８）

・平成28年度に実施したアンケート結果（抜粋）（資料番号９）

○論点整理表

資料

No

課題 要因 改善策案

提出意見数は減少傾向にある。

提出意見数が多いように見えても、提出者

数は少ない。

他市町村と比較すると、制度的にも大きな

違いはなく、突出して意見数が多い自治体

はない。

内容が専門的で難しい、あるいは分量が多

く、意見がしにくい可能性がある。

全体的にごみの有料化や公共施設の新設に

関する計画では、意見提出数が多い傾向に

ある。

町民にとって身近なことや賛否がはっきり

したものついては意見を提出しやすいと考

えられる。

海老名市「家庭系ごみ減量化策について」

では、自治会への説明会を実施し、このほ

かに1,081件の意見が集まっている。

住民説明会を併用することで、より多くの

意見を公募することができる。

9

パブリックコメントの認知率は低く、特に

50代以下では世代が若いほど認知率は低い

傾向にある。

50代以下の町政への関心は薄いのではない

か。

60代以上についても知っているという回答

は高いが、意見提出にまでは至っていな

い。

パブリックコメント制度　論点整理

反映される意見数の少なさや反映される点

も語句の変更が中心となるため、関心をも

つ町民の意欲を削いでしまっている可能性

がある。

7
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パブリックコメント制度　論点整理

【提出期限】　平成30年11月30日（金）

【提出先】　　寒川町町民部協働文化推進課　岡野

　　　　　　　　　　（FAX）0467-74-9141

　　　　　　　　　　（E-mail）kyoudou@town.samukawa.kanagawa.jp


